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1．はじめに
　学士課程教育の質の維持・向上に向けた改革として
2008年に中央教育審議会「学士課程教育の構築に向け
て（答申）」において「学位授与方針」（ディプロマ・
ポリシー）、「教育課程編成・実施の方針」（カリキュ
ラム・ポリシー）、そして「入学者受け入れの方針」（ア
ドミッション・ポリシー）の3つの指針策定の方向性
が示され、これらの指針に基づく取り組みの中で計
画・実践・評価・改善(PDCA)のサイクルを確立する
ことが重要であると明言された1）。また、2012年の中
央教育審議会「新たな未来を築くための大学教育の質
的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を
育成する大学へ～（答申）」においては、これら3つの
ポリシーと照らした学修成果の評価に当たっての方策
として、学修行動調査やアセスメント・テスト（学修
到達度調査）、ルーブリック＊1 、学修ポートフォリオ
＊2 等が例として挙げられている2）。その後、2017年3
月31日の大学教育の在り方に関する「学校教育法施行
規則の一部を改正する省令等の施行について（通知）」
により、大学は、3つのポリシーの策定および公表が
必須となった3）。今後、大学は、策定した3つのポリシー
に基づいた教育の点検を実施する内部質保証を確立す
る必要があり、現在、様々な大学が教学IR(Institutional 
Research)＊3 やｅポートフォリオ等に取り組んでいる4）。
　畿央大学(以下、本学と表記)においても大学、学部、
学科について3つのポリシーを策定し、2016年度より
ホームページ等で公開している5）。前述の3つのポリ
シーによる教育の点検については、本学のアセスメン
ト・ポリシーに基づき学科会議内におけるFD活動と
して実施されているが、2016年度より看護医療学科の
一部の授業ではディプロマ・ポリシーとコンピテン
シー (学生が看護職として看護を実践するために修得
すべき能力)を対応付けたルーブリックの活用を始め
ている。ルーブリックでは、学生の振り返りの支援を
行い、学修のエビデンス(根拠)としてｅポートフォリ
オを導入している。本稿では、これら看護医療学科で
の取り組みである「NEPSプロジェクト」の概要とルー
ブリックによる自己評価を導入した教育実践について
報告する。
2．本学のICT教育の現状
　本学では、2016年度に大学、学部、学科について3
つのポリシーを策定し、ディプロマ・ポリシーと授業
との対応付けを実施した。学生の学習環境については、
2014年度より入学時にタブレットPCを大学から貸与
する取り組みを開始し、2017年度には全学部生がPC
を所持した環境を実現した。現在では貸与PCと本学
で導入している授業支援型eラーニングシステム
CEAS＊4 を組み合わせた授業も実施されている6）。ま
た、紙媒体で実施している授業や演習などの場合は、
本学の事務部門と協力して、紙媒体の学修成果物を
PDF化する仕組みも構築してきた7）。
3．NEPSプロジェクトの概要
　NEPSプロジェクト(Nursing e-Portfolio for Student; 
以下、本プロジェクトと表記)とは、本学の看護医療
学科の教員有志と教育学習基盤センター教員で実践し
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ている看護教育におけるｅポートフォリオ導入授業を
設計する取り組みである。看護医療学科では、他大学
等でも一般的である「講義(知識)⇒演習(技術)⇒実習(総
合的態度)」という教育課程にて看護基礎教育を実施
している。しかしながら、臨床看護師には多種多様の
疾病や多様な個性・その人らしさを配慮しつつ看護す
ることが求められるため、看護職を目指す学生は、基
礎学力とともに自らが主体的に「学ぶ力」や「考える
力」を修得することが重要であり、看護医療学科のディ
プロマ・ポリシーの中にも「修得した知識、研究・調
査能力を用い、生涯にわたって自ら学び続けることが
できる」、「看護医療に携わる者として、あらゆる生活
の場で生じる利用者のニーズを正しく理解し、責任を
持って問題を解決していくことができる」と明文化さ
れている。確かな成果を期待して看護教育を進めるに
は学習目標が明確であり、その背後に必要な関連する
教育内容が示されていることが重要である8）9）。
　本学科の看護基礎教育においては、これまでもパ
フォーマンス課題や実技テストを中心とした評価を
行っているため、これらの教育にｅポートフォリオを
導入することによって、振り返りによる学習効果も期
待できる10）11）12）。本プロジェクトの全体計画を表1に
示す。ｅポートフォリオに関する学習会やｅポート
フォリオ導入大学との意見交換等を行い、本学の看護
基礎教育へのｅポートフォリオ導入の方向性を検討し
た。
ｅポートフォリオに関する学習会の実施
　取り組みの1年目である2016年度は、メンバー内で
ｅポートフォリオに関する先行研究や他大学の事例に
ついての学習会を行いながら、年度末にかけては次年
度から実施するｅポートフォリオを活用した授業計画
を作成した。学習会の概要を表2に示す。 
ｅポートフォリオ導入大学への訪問
　2016年度後期は、国内のeポートフォリオ導入大学
の実態を把握するため、看護教育にeポートフォリオ
を導入したことで先駆的なA大学とアウトカムベース
への教育改革などを行い、教育成果の可視化による
eポートフォリオシステム開発研究を実施しているB
大学を訪問し、聞き取りを行った(表3)。聞き取りから
表1　NEPSプロジェクトにおける授業改善実施計画
表2　2016年度実施した学習会の概要
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ｅポートフォリオシステムを構築する上で、以下の要
件を組み入れる重要性について示唆を得た。
･  教育課程レベルでの学習目標を明確にし、授業と対
応づいていること
･  学習目標に対する達成状況の根拠として学生個々の
学修成果物が示されること
･  FD活動などでeポートフォリオをテーマとして取り
上げ，学科内でのコンセンサスを得ることに努める
こと
･  eポートフォリオシステムやその運用においては、
紙媒体による学修成果物を電子化して登録する方法
や学生所有のスマートフォンを含めたモバイル端末
の活用およびそのサポートについて予め検討してお
くこと
看護基礎教育へのｅポートフォリオ導入の方向性
　第2章で述べた本学のICT教育の現状と前述したｅ
ポートフォリオに関する学習会およびｅポートフォリ
オ導入大学との意見交換等から本プロジェクトでは、
看護基礎教育にｅポートフォリオを導入する具体的な
方向性を定めた。
表‌3‌A大学およびB大学聞き取りのまとめ
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１． 授業の学習到達目標等から修得できるコンピテン
シーを抽出し、コンピテンシーとディプロマ・ポ
リシーを対応させることで授業の学習到達目標
(アウトカム)がディプロマ・ポリシーに直結した
授業設計に改善する(図1)。
２． 各授業にて修得できるコンピテンシーを評価項目
とする授業ルーブリックを開発する。
３． 各授業で学生は、授業ルーブリックによる自己評
価を授業の中間(第7回前後)と最終回(第15回)以降
の2回、または最終回(第15回)以降の1回行う(図2)。
４． 授業ルーブリックによる自己評価は、ｅポートフォ
リオシステム上で行い、自己評価の根拠として振
り返りのコメントや学修成果物のファイルを登録
する。
５． 教員は、学生の自己評価の集計結果を活用して授
業の振り返りを行い、授業改善に活用する。
ただし、ルーブリックの記述語が曖昧な場合には，学
生が本来の学習到達度を正しく判断できない恐れがあ
るため、記述語はできるだけ曖昧さを排除することが
必要であり、客観的に自己評価が行えるよう、定量的
な表現にする。これにより、学習者の性格や傾向といっ
た学習者特性による自己評価のぶれを最小限にするこ
とができると考える。なお、このモデルは学生の学習
活動として振り返りを実施することとそれを活用した
授業改善を目的としており、ルーブリックによる自己
評価を成績評価に用いることは想定していない13）。
　ｅポートフォリオを導入する方向性から看護基礎教
育で構築するシステムは、学生が授業ルーブリックに
て自己評価でき、教員は学生の自己評価の集計結果を
用いて授業改善に役立てられることが必須の要件であ
る。ルーブリックを提供できるシステムはいくつかあ
るものの、ｅポートフォリオシステムでルーブリック
による自己評価ができる機能を有するものは少なく、 
Sakai OSP(Open Source Portfolio)の 後 継 で あ る
Karuta＊5 とルーブリックプラグイン13）14）を導入した
Mahara＊6 が挙げられる。本プロジェクトでは、大学
での導入実績やルーブリック以外にも将来、ショー
ケースポートフォリオ等にも活用できることなどを鑑
みMaharaを採用した。また、Maharaによるｅポート
フォリオシステムの構築に際しては、利用者の操作上
の負担にならないようルーブリック以外の機能は無効
化する、または非表示にすることで極力シンプルな画
面構成となるような工夫を行っている15）。授業ルーブ
リックの作成とその活用については、第4章で述べる。
4．授業ルーブリックの開発と授業での活用
　授業の学習目標から授業で身につけられるコンピテ
ンシーを抽出し、学習者の成長プロセスを客観的な指
標であるルーブリックとして提示することで、学生が
自身の学習の振り返りを行う足場掛けが可能である。
授業ルーブリックでは、授業で修得可能なコンピテン
シーと学科のディプロマ・ポリシーを対応させてい
る。授業ルーブリックを通じてディプロマ・ポリシー
や他の科目との関連性を考えることで深い学びに寄与
することを狙いとしている。また、教員は、学生の自
己評価をeポートフォリオシステム上で確認し、その
集計結果から授業改善のポイントを客観的に発見でき
ることを期待している。
4.1．授業ルーブリックの作成
　授業ルーブリックは、授業担当者と教育学習基盤セ
ンターの教育工学分野の教員とともに以下のように作
成した。
１． 授業担当者がシラバスや授業のレポート課題、演
習で利用しているチェックリスト等から、授業で
修得できるコンピテンシーを書き出し、Excelに図2　学習到達度評価サイクル
図1　教育課程の体系化とルーブリック
― 71 ―
看護基礎教育における e ポートフォリオ学習の実践報告（第一報）―看護教育における e ポートフォリオ学習の導入―
表でまとめる。
２． コンピテンシーを対応するディプロマ・ポリシー
の項目毎に分類する。ディプロマ・ポリシーの項
目にはあるが、授業では扱っていない項目も存在
するため、必ずしも全てのディプロマ・ポリシー
にコンピテンシーが対応する必要はない。
３． コンピテンシーを評価項目(縦軸)とする授業ルー
ブリックを作成する。作成したルーブリックでは、
評価水準のレベル(横軸)を「高度(遥かに発展的)」、
「達成」、「ほぼ達成」、「未達成(努力を要する)」の
4段階とし、授業到達目標の合格レベルが「達成」
となるように特徴の記述を行う。
４． 教育工学分野の教員がレビューし、授業担当者と
協働で授業ルーブリックを修正する。
本プロジェクトでは、当初、看護基礎科目を対象とし
て進めてきたが、途中から参加した教員が担当する授
業等でもルーブリックの作成に取り組んだことで、現
在、以下の授業、研修にて合計9つのルーブリックを
作成した。
専門基礎分 野：看護技術基礎論(1年次前期)、療養生活
援助技術( １年次後期)、フィジカルアセス
メント(1年次後期)、看護過程基礎論(2年次
前期)
専門分野：‌老年看護学対象論(2年次前期)、老年看護学
援助論Ⅰ (2年次後期)、老年看護学援助論
Ⅱ(3年次前期)、母性看護学援助論Ⅱ(3年次
前期)
課外活動：   海外インターンシップ研修　
4.2．授業ルーブリックによる自己評価の方法
　授業ルーブリックをMaharaに登録することで、学
生および教員が利用可能となる。学生が授業ルーブ
リックで自己評価を行う際には、次のような手順で操
作する(図3)。
１． CEASに設けたMaharaのルーブリックへのリン
クから、PCまたはスマートフォンでアクセスす
る。
２． 授業ルーブリックが表示されるので、リストされ
たコンピテンシー名＊7 の中から「編集」リンク
を開く。 
３． コンピテンシーの学習目標に対する自己評価では、
4段階の各達成度を選択するとルーブリックの評
価の目安が緑色の文字で表示されるので、該当す
るものを選択する。
４． 自己評価の根拠となるファイルを登録する。
５． 振り返りとして、コメント欄に自己評価が妥当で
ある理由や今後どのようにしたいか等を記入し、
「達成度を保存する」ボタンで保存する。
コンピテンシーの自己評価の際には根拠を示し、自己
アピールすることが重要であることを伝え、根拠とな
るのであれば他の科目や学外、高校生の時の活動でも
図3　授業ルーブリックによる自己評価手順
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構わないとし、ファイルをいくつ登録しても良いこと
としている。また、自己評価は振り返りが目的の学習
活動であるので、自己評価が高い、低いといった違い
は成績に考慮しない。学生にはその旨を伝えた上で素
直に振り返り、自己評価を行うよう指導している。
4.3．授業ルーブリックによる授業改善の方法
　学生による授業ルーブリックでの自己評価の集計結
果画面を図4に示す。縦軸にはコンピテンシー名が、
横軸には各学生の自己評価が表示される。コンピテン
シー名の横にはそのコンピテンシーについて学生が自
己評価した平均点が表示されているので、例えば、極
端に低い平均となっている場合には授業で内容を補足
する際の目安とできる。また、学生についても極端に
自己評価の低い学生については、授業についていくこ
とができていない、欠席が多いなど、学習において何
らかの問題を抱えている可能性が高いと考えられるた
め、支援する目安とできる。
5．おわりに
　本稿では、本学の看護医療学科にて継続して実施し
てきたNEPSプロジェクトの取り組みについて報告し
た。LMS(学習管理システム：Learning Management 
System） やCMS(授 業 管 理 シ ス テ ム：Course 
Management System）等のeラーニングシステムを
使った授業では、一般的にレポートの提出などを通じ
て学修成果物が電子化されている。eラーニングシス
テムとｅポートフォリオの並行的な利活用によって、
学修成果物を再利用した学習の振り返りが実施できる
ため、両システムの親和性は高い。本学においては、
授業支援型eラーニングシステムCEASが利用されて
おり、看護医療学科では紙媒体レポートのPDF化を
行っていたこと、大学の貸与PCにより学生が自由に
PCを利用できる環境であったことも本プロジェクト
を推進できた要因の一つであった。また、eポートフォ
リオを始めとした教育情報システムにおいては、シス
テム導入だけでなく授業や学習の場面でどのように活
用するのかを設計することが重要であるが、本プロ
ジェクトにおいては、本学3つのポリシー策定と同時
期にディプロマ・ポリシーと対応付けた授業ルーブ
リックを検討できたことが功を奏したと考える。本プ
ロジェクトのような取り組みにおいては、授業ルーブ
リックを通じて学生・教員双方がディプロマ・ポリ
シーと授業との結び付きを意識した学生の主体的な学
習を支援できることが大きなメリットだと考える。し
かし、一方でパフォーマンス評価やポートフォリオ評
価に馴染みのない教員は、テスト作成等とは違い、ルー
ブリックを設計することに不慣れであり、授業ルーブ
リックの作成そのものが困難であるという課題もあっ
た。より多くの授業に展開するには、教育工学分野の
教員が授業ルーブリックの作成を支援する仕組みが必
要となることも予想される。今後は、同様の授業実践
を他の科目にも展開しつつ、複数の授業ルーブリック
に対応付いたディプロマ・ポリシー毎に学生の自己評
価を集計することで、組織アセスメントにも展開でき
ないか検討したい。
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＊１ 　米国で開発された学修評価の「ものさし」のよ
うな基準であり、複数の評価項目(縦軸)に対して、
評価水準のレベル(横軸)と、各レベルを満たした
場合の「特徴の記述」で構成される。2次元の表
として表現される。特徴の記述により達成水準等
が明確化され、パフォーマンス等の定性的な評価
が可能であり、ルーブリックを評価者・被評価者
で共有することで評価基準を標準化できる。
＊２ 　本稿では、電子化された学修成果物とｅポート
フォリオによる学習活動を含むような広義の意味
では「ｅポートフォリオ」と表記し、特に学習活
動を指す場合には、「学修ポートフォリオ」、「ｅ
ポートフォリオ学習」、「ショーケースポートフォ
リオ」と具体的に表記する。また、「ｅポートフォ
リオシステム」と表記する場合は、ｅポートフォ
リオによる学習活動を実現するためのシステムそ
のものを指している。
＊３ 　教育、経営、財務情報を含む大学内部の様々な
情報の収集、調査分析、管理等を特に教育的側面
から実施する活動のこと。
＊４ 　CEAS Community Page, http://ceascom.iecs.
kansai-u.ac.jp
＊５ 　Karuta,  https://www.apereo.org/projects/
karuta
＊６ 　Mahara, https://mahara.org/
＊７ 　図中の「コンピテンシー名」では、複数のコン
ピテンシーをまとめた項目名を表示している。
表３ ＊１　B大学におけるeポートフォリオシステム
の呼称 
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